















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　文化 14 年 2 月、31 歳になった金次郎は、
足柄下郡堀之内村（小田原市）の中島弥之衛
門の娘、きの（19歳）と結婚する。「万覚帳」
2月25日に結納や婚儀の準備品やその費用が
記録されている（二宮［1977］577）。祝言は
28日に行われたようである。翌文政2年1月
18日には待望の長男徳太郎が誕生する。金
次郎にはこの“徳”という文字が孝や道と強
く結びつき、常に念頭に置かれ大切に感じて
いたものと思われる。しかし、その希望も願
いも虚しく、徳太郎は翌月に亡くなってしま
う。金次郎が再び服部家から家政再建の仕事
を依頼されたことで、小田原城下に留まるこ
とが多く、1人で家を守るきのにとっては気
の遠くなるような心細さであったかも知れな
い。きのは金次郎に離婚を申し出て、実家に
帰ってしまう。金次郎は引き留めるためか、
綿でも栽培して着物でも作って帰ることをす
すめるがきのは後を振り向かなかった。後に
金次郎は人を介してきのに金を送っていると
いう（大藤［2015］84）。
　そこで、服部家では、金次郎の離婚に責任
を感じて、奥女中として奉公している足柄下
郡飯泉村（小田原市）の組頭弥吉の娘、波（16
歳）を結婚相手として薦める。波の親は金次
郎（34歳）と余りにも歳の差が開いている
のを心配していた。が、波は金次郎が服部家
で行っていた仕事を見て信頼していたようで
ある。結婚を承諾し、文政3年4月2日に祝
言が行われる。波は、この後、下野の桜町で
孤軍奮闘して荒廃農村の復興に尽力する金次
郎の大きな支えとなった人であった（同上
85）。
　既に述べたことであるが、伯父の食客と
なって居る時金次郎は、「洪水後の河原にさ
えも草は生えまた成長する、人は草の生えた
と同じ様に生まれたものである。草は自ら生
育する、人も自ら生きる道を開かねばならぬ、
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草木鳥獣は他の鳥獣草木を培養することが出
来ない、人間だけはそれが出来る。」という
ことが眼前に繰り返される自然の姿の観察に
よって教えられ、「而してこの“積小為大”
の理法によって生きる道を開けばよい」とい
う思いに至ったということであった。自然が
表現する「誠（真実）」の世界を人道の世界
に発見したのが「績小為大」という地道な行
動を積み上げていく姿であり、その過程に生
まれる「徳」の世界を金次郎は経験的に自得
したのである。
　両親が亡くなり、砂礫に埋まった所持地、
七反五畝二九歩、伯父の世話になり、奉公に
出ても暇さえ出来ればそこの整地化に鍬と畚
を使って仕事に勤しみ、徐々に作徳米の入る
状態となり、それを人に貸したり売ったりし
ながら、貯蓄もし、一度は手放した土地の請
戻しや買戻しによって自家再興の道を歩む。
この道は仕事だけに費やされたのではなく、
常に学びの姿勢を維持し続ける道でもあっ
た。従って、仕事の過程に置いても、学びの
過程においても常に誠を念頭にし、日常の中
の事態を鋭く見詰め、そこに示される実在に
対して徳に結びつく行動を強く志向する道を
歩んでいた。栢山の村は言うに及ばず、小田
原城下においても積極的に人間関係を形成
し、そこには社会慣行等の関係者相互の融通
関係が形成されており、人倫の広がりとその
層を厚く展開する道へと金次郎は成長してき
たのである。
　松尾公就によると、文政元年（1818）11月、
金次郎は酒匂川原において、城主大久保忠真
から領内の出精奇特人・孝行人、13人の内
の1人として直々に表彰されたのであった。
この表彰に先立って、大久保忠真は老中に昇
進している。それまでは京都所司代の任に
あった。そこを辞して江戸に向かう途中、小
田原に立ち寄りこの表彰行為を行っている。
その目的には、既に展開する財政改革の一環
として、年貢収納量の増強策を講じ、家中倹
約を奨励し、郡中取締役を設置し、領民の弊
風を矯正し、農業出精を励行するのであった。
設置されたその取締役からの推薦を受けて、
この表彰が行われた。金次郎は郡中取締役と
なった親戚の二宮七左衛門の推薦であったこ
とは容易に察せられる（松尾［2015］59-
70）。
　忠真から直々に渡された表彰状には、「兼々
農業精出し、心懸宜趣相聞、尤人々次第ハ有
之候得共、よき儀ニ而、其身ハ勿論村為ニも
成、近頃惰弱なる風俗中、殊一段奇特之儀ニ
付ほめ置、…小前之手本ニも相成儀故、弥励
可申候（同上68）」と書かれていた。これま	
で、眼前の事柄に対して真摯に向き合い、自
家再興の為になる仕事に対し一途に取り組ん
できた金次郎にとって、この表彰文はどのよ
うに受け止められたのであろうか。
　服部家に奉公している過程で、服部十郎兵
衛から、またそこに出入りする藩士からも城
主大久保忠真の「人となり」の情報を得てい
たに違いない。その金次郎にとって、その表
彰文の意味について、彼は自らが為してきた
仕事がたとえそれが自分だけに向けられた努
力であったとしても、その努力が「其身ハ勿
論村為ニも成」そして「小前之手本ニも相	
成」というように人からも見られていたのだ
と改めて解釈していると想起される。この表
彰について『補注報徳記』では「先生もこの
際「その身は勿論、村為にも相成り」云々と
賞せられ、その感激は先生の生活観念に一大
飛躍を与えて、「自他振替」をなさしめたも
のであった。（富田［1974］37）」と書かれて
いる。しかし、改めてここで社会に眼を向け
たのではないと思われる。
　金次郎が、『孝経』を座右の書として学ん
でいたのは既に見た。金次郎は自らの主著の
表題の一部ともなっている、『孝経』の「三
才章」に親しんだものと思われるし、その教
えの「至徳要道」を我が道と得心していたと
も思われる。その金次郎は、既に「一個の人
間が感性的自己の域から脱却して、所謂、道
徳的自己に目醒め本来の自己を身を以て体認
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し（栗原［1986］15）」ていると思われるの
である。人間とは日常の道に在って、そこで
起きる1つひとつの事態と真剣に向き合って
その実在が教える自らのとる行動については
そこに孝の教え仁恕を介在させ模索しつつ生
きている存在である、と既に金次郎は考えて
いたと思われるのである。
　その金次郎は幼少より世話になっている親
戚を始め村の人達の恩義に少しでも報いたい
と生活を送ってきたのである。忠真について
は、藩士から様々な機会に直接情報を得てい
たと思われるし、尊敬の念を抱いていたに違
いないその忠真から直々に受けたこの「賞」
は心に響いていたとも思われるのである。
　その深い尊敬の念の表現については、後年
書かれた『勤方住居奉窺候書付』（二宮［1977］
739-740）に、酒匂川原での表彰文が掲載さ
れていることからも金次郎の思いが理解され
る。この書付は幕府の御普請役格になった金
次郎がどこの代官所に勤務すべきかを問う書
類である。その初めの方に掲載されている6
カ条の文書に忠真の心配りへの金次郎の深い
理解が読める。少し長い文書であるが、その
文書は、「一体の心掛け方あらまし申し諭し
候。」という言葉で始まる。1. 風俗をつつし
み、世並の習わしに流れず、一途に実意を尽
し精出、古風を失わずの儀第一の事、2. 知
らず知らず奢りつよく相成り、次第に困窮致
し、それよりして諸事様々害起り、田畑家そ
の身をも失い候様に成行、歎き可事に候、斯
の如御治世安楽に暮す可き処をも存ず候様相
成り、勿体無き事に候、其の元は奢りよりの
事ゆえ、常々慎み専要の事、3. 本業を日夜
勤め、少しも怠るべからず、尤土地相応の余
業、村為にも相成り害のなき事は捨べからず、
救用捨をたのみに致すまじく、諸事申付を重
じ、堅く相守べき事、4. 人々身の分限をよ
く存じ、己が分に過ぎたる事すべからず、他
を見競まじく、一分を骨折候得ば、自然と為
に成る儀に付、心掛専一たるべき事、5. 名
主村役人は一村の盛衰にも拘り候に付別て諸
事の心掛油断有べからず、物事正路に掟を重
んじ、年貢諸役大切に心得、総て小前の者へ
分非ざる堅く有るまじく、村内の儀何事も深
切に心尽すべき事、6. 役人下役共に至る迄、
出郷の時、定式の外入用等勿論相掛らざる筈
に候、若し、新なる役等を猥りに当候か、又
は役威を以無理なる相対事、且難渋の筋申付
候ものも候はば、其段申出べく候事。と述べ
られる。
　収斂の為ではなく、「物事正路に掟を重ん
じ」と書かれ、領民を正しい方向に導こうと
する忠真の細やかな心配りを、金次郎は読み
取っていたがためにわざわざこの文書にも書
き添えたと思われる。それだけ忠真からの言
葉が心に残ったものと想起できよう。
　財政改革振興の一環で行われた精出奇特
人・孝行人の表彰に続いて、大久保忠真は領
民に対して、文政3年9月に、「御領内百姓共
永々の為に相成候事共可申出旨被仰渡候」と
いう民政に役立つ進言を募っている（佐々井
［1935］65）。金次郎にはやっとこの日が来た
か、と思ったかもしれない。否、この日は必
ず来ると希望をもって待っていたと思われる。
　「わが小田原藩では、一定の正しい桝がな
くて、それにつけこんで余分に取り立てられ
るので人民は苦しんでいた。私の父はこれを
憂いとし、常に慨嘆していた。私は父のこの
遺志を、寝てもさめても忘れられなかった。
家老服部氏の求めに応じて家政を改革したの
は、私の本来の意思ではなかったが、服部氏
は代々家老の家柄であるから、これが縁に
なって桝の改正が実現できるかも知れない
と、ひそかに思ったわけだった。その後、先
君の下問を受けて、「権量を謹み、法度を審
かにす。」（論語、堯日篇）という言葉と、桝
改正の方法とを記して献策した。その桝は高
さ八寸八分を定めとする。寸は十であるから
八十八で、ちょうど米という字に当る。先君
はこれを良しとして採用せられ、私は初めて
父の遺志を全うすることができたのである。
（齋藤［2009］5-6）」
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　「相州足柄郡駿東郡豆州の内の村々御年貢
納申斗升米四斗一升、四斗二升、四斗三升余
迄入凡升数拾八位御座候處一として無定皆々
不同、数年致難渋居候」と、「小田原領升改
正覚書」に書かれているとおり、納米用の量
器は検査もなく、その覚書で金次郎が述べて
いるように升を専門に制作する業者もなく、
領内の升の統制・秩序は全く取れていなかっ
た。「一俵という米には込米と称して初より
二升三升と多く入るを例とする習慣」があっ
たり、前もって地主と小作との間で勝手に協
議して、表面的には年貢高を低くして込米を
多くする。またその逆もあったりと地域に
よってまちまちであったという。いよいよ年
貢取り立ての日ともなれば、「升改奉行」の
お出ましで、酒代取計らいで、四斗二升でも
三升でも改めて四斗一升に量るという不正が
罷り通る。百姓がたまりかねて量器の統一を
図るようその御仁恵を願い出ると郡奉行や代
官から叱られる始末であったという（佐々井
［1935］65-70）。
　そこで、金次郎が上記のように、桝改正の
方法に「権量を謹み、法度を審かにす」とい
う誠を表現する言葉を添えて献納したので
あった。深さ八寸八分とし、横を一尺三厘三
毛とし、これを三杯合わせて米一俵四斗一升
と同量とするものであった。それが忠真から
認められ、領内にいきわたると、年貢納入日
の紛争は一切なくなったのである。この後、
金次郎は忠真の命を受けて、下野国桜町領の
荒廃農村の復興に尽力するのである。
3．おわりに
　2018年の暮れのNHK番組「この人に会い
たい」で、詩人の金子兜太が採り上げられ生
前の活動の一コマが放映された。河原の風景
の中に金子が立ち、創作の有り方を小学生に
語っている。「石ころでも一心に見詰め続け
ると、やがてそのものの生きている姿が見え
てくる。見えて来た生々しく生きた姿を素直
に捉えて自分の言葉で表現する事が大事」と
言っていた。
　同じようなことで、日本的なものの捉え方
について、西田幾多郎が『古義堂を訪ふ記』	
（西田［1966］219）の中で述べている。「日
本精神には理よりも事へといふ特徴があると
考える。例へば、傳教によって傳えられた天
台宗というものは、極めて理論的な宗教で
あった。併しそれが恵心の天真独朗の観法か
ら易行的となった。そこに理よりも事へと云
ふことができる。…仁斎の古学と云ふのに	
も、かかる趣があるのではなかろうか。宋儒
的な理論を排して、孔孟の根本的事実に復帰
したのである。私はかかる学問的な方法その
ものに、日本的なものがあると思ふのであ
る。」と。
　金子のものごとを一心に見詰めることと恵
心の天真独朗の観法とに、金次郎の眼前のも
のごとへ真剣な眼差しを向ける行動に共通の
態度が感じられるのである。その態度が捉え
たものごとは、生きた生々しい姿、即ち、「天
然自然のままにおのずから真理として輝いて
いること」（広辞苑）そのものの姿である。
この両者のものの見方は、金次郎が築く、幼
少の頃から酒匂川の土手から栢山全体の自然
界を見詰め続けて自得する“誠”としての自
然の捉え方でもあった。
　その方法においてそこに捉えた自然と共に
生きる自らの歩みであるその“道”は、普段
の道でもあり、村人と共に生きる日常の道で
あった。その日常において生起してくる問題
に対して、その問題となる事態を見定め、そ
の実在から徳となる事柄を選びだすのであ
る。その際、金次郎が常に念頭に置いていた
のが「仁恕」であり、その規定に基づいて選
び出された行動を実践していたのであった
（土田［2012］82）。その実践の内から生成し
てくる“徳”を隣人に譲ることで社会的な事
柄を生み出していく道こそ金次郎が常に意図
した道であった。
　「あらゆる草木は小さな一粒の種から生育
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し、やがて多くの実を結び、それからさらに
多くの草木が生い立っていく。そうした繰り
返しによって草木の生命は増殖しながら永遠
に受け継がれていくのだ。人間もこの自然の
摂理（法則）にならい、たとえ小さなことで
もよいから善き行いを積み重ねていけば、そ
れが善種になってやがて大きな成果を生み出
し、子孫に繁栄をもたらすことができる（二
宮［1995］173-4）。」この繁栄の中核となる
のが成果物（徳）の他者への譲り、即ち“推
譲”という行為であった。
　金次郎にとって道とは、『中庸』の第十三
章に基づき、「道は人に遠からず。人の道を為
して人に遠きは、もって道と為す可からず。」
という存在であり、道とは極めて卑近な存在
であると理解している。そして、その第一章
に基づき、道は、「天の命ずるをこれ性とい	
い、性に率うをこれ道といい、道を修るをこ
れ教えという。」その「道は須臾も離る可か
らざるなり、離る可きは道に非ざるなり。」
性とは生まれつきのものであり、人それぞれ
その人の天性自然に従って生きることによっ
て、それぞれが行う道があると、金次郎は理
解している。そして、重要な事として、この
道を修めるためには日々教えに基づいて真剣
に学ぶことが必要であることをも忘れてはな
らないと考えている（佐々井［1963］105）。
常に学ぶ精神を維持し続けた生活態度が、金
次郎の“道”に対する変わらぬ強い意識では
なかっただろうか。
　既に述べたように、金次郎は『孝経』を2
度までも求め、名主の七左衛門からも借りて
読んでいたかも知れない。その座右の書が言
う、「至徳要道」の概念が金次郎の生活を支
える根幹であったと思われる。金次郎の道に
は誠に導かれた徳が存在する。その徳の最た
るものが孝であり、忠信も五常五倫への行動
的理解もここに源泉があると思われるのであ
る。金次郎の道は、天地人の自然に織り成す
その姿を誠の眼を以て観察し、そこに現れて
くる存在に働きかけることによって徳という
産物を生み出している。それを社会に役立た
せて、「惻隠の情」が生きる濃やかな人倫の
行き届く社会を形成して行くことであったと
思われるのである。
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